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世
界
的
な
水
資
源
危
機
に

果
敢
な
問
題
提
起

久
し
ぶ
り
に
読
み
応
え
の
あ
る
書

物
に
遭
遇
し
た
。
著
者
の
モ
ー
ド

・

バ
ー
ロ
ゥ
は
２０
年
以
上
に
わ
た
り
水

を
め
ぐ
る
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、

世
界
中
の
水
関
係
者
に
警
告
を
与
え

て
い
る
。

本
書
第
１
章
で
は

「世
界
的
な
水

資
源
の
危
機
」
と
題
し
て
、
失
わ
れ

る
淡
水
資
源
、
汚
染
さ
れ
る
表
層
水
、

枯
渇
す
る
地
下
水
の
実
態
を
、
第
２

章
で
は

「世
界
の
水
道
の
支
配
を
ね

ら
う
グ
ロ
ー
バ
ル
水
企
業
の
戦
略
」

と
題
し
て
、
水
道
民
営
化
の
悲
惨
な

実
態
、
さ
ら
に
巨
大
な
利
益
を
上
げ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
水
企
業
の
戦
略
を
詳

細
に
語
る
。

続
く
第
３
章
で
は
、
水
メ
ジ
ャ
ー

と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
系
企
業
と
新

規
参
入
を
目
指
す
Ｇ
Ｅ
社
や
Ｉ
Ｔ
Ｔ

社
の
市
場
争
奪
戦
を
、
第
４
章
で
は

「水
の
未
来
を
左
右
す
る
草
の
根
ム

ー
プ
メ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ア
フ

リ
カ
、
米
国

・
カ
ナ
ダ
、
欧
州
の
例

を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
国
の
人
々
と
可

能
な
限
り
手
を
つ
な
ぎ
、
資
金
や
資

源
の
連
帯
を
は
か
り
、
民
間
の
水
道

企
業
や
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
政
府

と
闘

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
最
終
章
の
第
５
章
で
は
、

国
際
政
治
の
主
要
課
題
と
し
て
、
多

発
す
る
国
際
間
の
水
戦
争
を
防
ぐ
た

め
に
水
条
約
を
提
唱
し
、
「水
に
関

す
る
権
利
条
約
の
締
結
を
す
べ
き
」

と
結
ん
で
い
る
。

全
章
を
通
じ
て
、
ま
さ
に
共
感
す

べ
き
事
項
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
長
年
、
水
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
筆
者
の
感
想
と
し

て
は
、
水
問
題
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で

論
議
し
て
い
る
姿
勢
や
現
行
の
科
学

技
術
の
否
定
が
気
に
な
る
。

例
を
挙
げ
よ
う
。
ダ
ム
建
設
は
生

態
系
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
、
と

り
わ
け
大
き
な
ダ
ム
は
、
淡
水
資
源

に
深
刻
な
脅
威
で
あ
る
地
球
温
暖
化

を
促
進
す
る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建

設
は
野
生
動
物
と
生
態
系
を
破
壊
す

る
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
海
水
淡
水

化
プ
ラ
ン
ト
で
致
死
副
産
物
が
生
み

出
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
と
い
っ
た
表

現
が
続
く
。

こ
の
あ
た
り
は
読
者
の
判
断
に
任

せ
る
と
し
て
、
異
議
を
唱
え
た
く
な

る
の
は
、訳
者
（佐
久
問
智
子
氏
）
の

解
説
で
あ
る
。
「日
本
の

『ウ
オ
ー

タ
ー

・
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
め
ぐ
る
現
状

と
問
題
」
と
称
し
、
過
去
に
翻
訳
し

た
欧
米
の
観
点
で
コ
メ
ン
ト
を
述
べ

る
。
た
と
え
ば
、
膜
ろ
過
の
浄
水
処

理
導
入
は
、
そ
の
技
術
と
管
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
に
水
道
の
コ
ア

を
明
け
渡
す
こ
と
に
等
し
い
と
か
、

途
上
国
の
支
援
で
は
、
高
い
水
準
の

技
術
の
提
供
が
巨
額
債
務
を
負
わ

せ
、
生
態
系
を
破
壊
し
、
住
民
自
治

を
困
難
に
す
る
、
な
ど
な
ど
だ
。

は
て
、
日
本
の
上
下
水
道
関
係
者

は
そ
ん
な
に
脆
弱
な
の
か
、
ま
た
日

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
途
上
国
に
生
塁
軍
４

流
し
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
の
問
題
提
起
に
判
定
を
下
す
た

め
に
も
、
水
、
さ
ら
に
は
環
境
問
題

に
関
心
が
あ
る
人
々
に
、
ぜ
ひ
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

第 1車  世 界的な水資源の危機
―その現状と未来

第 2葺  世 界の水道の支配をねらう
グローパル水企業の戦略

第 3章  急 成長する水ビジネス
ー海水淡水化、ボトル ・ウォー

ター、水源開発、水ファンド…

第 4葺  水 の末来を左右する

車の根ムーブメント
ーウォーター ・ビジネスヘの反発

第 5菫  国 際政治の主要課題としての
水問題
―水資源の争奪戦

日本語版解説
日本の 「ウォーター ・ビジネス」
をめぐる現状と問題
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